
2024年 クリスマス・メッセージ　「主への旅路」

那
覇
教
区
の
兄
弟
姉
妹

の
皆
さ
ん

　
今
年
も
ま
た
ク
リ
ス

マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
巡
っ

て
き
ま
し
た
。
年
ご
と
に
繰
り
返
し
祝

う
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
の
中
で
も
、
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
キ
リ
ス
ト
者
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
世
界
中
の
人
々
が
祝
う

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
本
来
の
意
味
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
薄
め
ら
れ
、
か
え
っ
て
伝
わ

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
に

は「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
呼
ば
れ
る「
救
い

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
」
の
出

来
事
に
秘
め
ら
れ
た
神
の
恵
み
＝
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
毎
年
繰
り
返
し
祝
い
な
が

ら
、
ら
せ
ん
状
に
よ
り
深
く
味
わ
い
、

よ
り
高
く
そ
の
神
秘
そ
の
も
の
に
出

会
っ
て
い
く
使
命
が
与
え
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
聖
書
に
し
る
さ
れ
た「
主

の
降
誕
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
「
三

人
の
博
士
の
旅
」
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

そ
の
神
秘
の
一
端
に
触
れ
、
味
わ
い
、

深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
マ
タ

イ
二
・
１
〜
12
参
照
）

　
三
人
の
博
士
は
、
「
東
の
方
か
ら
」

来
た
と
聖
書
は
記
し
て
い
ま
す
。
神
を

見
失
っ
た
諸
国
民
の
間
か
ら
旅
立
っ
た

博
士
た
ち
は
、
星
の
導
き
に
従
っ
て
救

い
主
に
出
会
う
旅
路
に
就
き
ま
す
。
当

時
の
旅
は
、
困
難
と
危
険
に
満
ち
、
そ

れ
こ
そ
命
が
け
の
行
為
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
安
心
・
安
全
・
安
定
を
第
一
に
考

え
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
旅
は
よ
ほ

ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
自
ら
望
ん
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を

避
け
る
た
め
に
安
寧
を
求
め
、
目
先
の

安
ら
ぎ
を
乱
す
要
素
を
排
除
す
る
こ
と

に
力
を
注
い
で
い
た
は
ず
で
す
。
し
か

し
、
聖
書
が
示
す
神
の
民
の
歴
史
を
見

て
も
、
人
が
自
ら
の
考
え
や
力
に
よ
っ

て
安
心
・
安
全
・
安
定
を
求
め
る
と
き
、

そ
の
陰
に
他
者
へ
の
し
わ
寄
せ
や
排
除

が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
一
時
的
に
は
繁
栄
と
安
定
を

得
ら
れ
て
も
、
そ
れ
を
永
続
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
で
す
。
あ
の
理
想
的

な
ダ
ビ
デ
王
朝
で
さ
え
衰
退
し
た
よ
う

に
、
そ
こ
に
は
必
ず
人
間
の
至
ら
な
さ

や
罪
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
同

様
に
、
現
代
の
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

陰
に
も
多
く
の
人
の
犠
牲
や
苦
し
み
、

悲
し
み
や
死
が
あ
り
ま
す
。
格
差
、
貧

困
、
差
別
、
戦
争
、
環
境
破
壊
、
災
害
、

難
民
、
強
制
排
除
な
ど
の
多
く
の
課
題

は
、
私
達
の
日
常
生
活
と
決
し
て
無
関

係
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
博
士
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た
「
東
の

方
」
は
、
文
明
が
発
達
し
た
地
域
で
、

決
し
て
劣
悪
な
場
で
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
彼
ら
が「
博
士
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
三
名
は
そ
れ
な

り
に
高
貴
な
立
場
だ
っ
た
こ
と
も
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
場
は

神
を
知
ら
ず
、
人
の
力
や
考
え
が
支
配

す
る
地
域
で
、
物
質
的
に
は
繁
栄
し
何

不
自
由
無
く
過
ご
せ
て
も
、
愛
と
慈
し

み
に
満
ち
た
理
想
の
世
界
で
は
な
く
、

多
く
の
人
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
た

世
界
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
の
い

る
世
界
の
状
態
の
裏
に
隠
さ
れ
た
欺
瞞

と
虚
飾
に
気
付
き
、
そ
こ
か
ら
旅
立
つ

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
星
の
光
に
神
の

招
き
と
神
が
示
す
理
想
と
希
望
を
見
出

し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
永
遠
の
い
の

ち
の
光
に
憧
れ
、
そ
れ
を
追
い
求
め
た

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　
自
ら
敢
え
て
危
険
や
困
難
を
望
ん
で

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す

が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
目
先
の
安
心
・

安
全
や
居
心
地
の
良
さ
を
失
う
覚
悟
が

な
く
て
は
、
決
し
て
旅
立
つ
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
時
と

し
て
、
旅
の
途
中
の
不
安
や
危
険
、
困

難
や
恐
怖
に
怯
え
、
元
の
場
所
や
状
態

に
逆
戻
り
し
た
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
歩
み
を
前
へ

前
へ
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

日
常
の
安
定
と
居
心
地
の
良
さ
に
満
足

せ
ず
、
輝
く
星
の
光
に
理
想
を
見
出
し
、

神
の
招
き
に
希
望
を
抱
き
、
神
に
聴
く

こ
と
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
神
と
の
対
話
＝
祈
り
の
う
ち
に
歩
ん

だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
旅
立
ち
と
歩
み
が
な
け

れ
ば
、
彼
ら
は
救
い
主
に
出
会
う
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
肉
と
し

て
の
私
た
ち
は
、
常
に
物
質
的
に
安
定

す
る
こ
と
を
求
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
霊
と
し
て
の
私
た
ち
は
物
質
的
な

安
定
だ
け
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
神
の
似
姿
と
し
て
の
私
た
ち

は
、
神
に
憩
う
ま
で
安
ら
ぐ
こ
と
は
な

い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
様
々
な
困

難
が
予
想
さ
れ
、
不
安
に
駆
ら
れ
た
と

き
こ
そ
霊
的
な
目
で
物
事
を
眺
め
、
そ

こ
に
示
さ
れ
る
星
の
光
、
聖
霊
の
導
き

に
希
望
を
抱
き
、
時
の
し
る
し
に
示
さ

れ
る
神
の
招
き
に
応
え
て
、
祈
り
（
神

と
の
対
話
）
の
う
ち
に
信
仰
の
旅（
神
へ

の
旅
路
）
に
踏
み
出
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
変
化
に
対
す
る
不
安
や

恐
怖
を
紛
ら
わ
す
こ
と
な
く
、
あ
り
の

ま
ま
の
弱
く
小
さ
な
自
分
を
認
め
、
委

ね
て
、
神
の
み
に
よ
り
頼
み
な
が
ら
歩

み
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
信
仰

者
個
人
と
し
て
も
、
そ
の
集
い
で
あ
る

教
会
と
し
て
も
、
真
の
救
い
主
と
出
会

い
続
け
る
信
仰
の
旅
路
に
勇
気
を
も
っ

て
歩
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
ま
の
状
態
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

旅
立
つ
こ
と
、
神
へ
の
歩
み
を
決
し
て

や
め
な
い
こ
と
、
た
と
え
死
の
陰
の
谷

を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の

歩
み
を
止
め
な
い
こ
と
、
霊
的
な
旅
路

に
身
を
置
く
こ
と
、
信
仰
の
旅
の
途
上

に
つ
ね
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
、
そ
の
先

に
で
は
な
く
、
そ
の
行
程
の
す
べ
て
が

主
の
平
和
に
満
ち
満
ち
た
、
神
か
ら
の

恵
み
の
時
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
道

は
主
へ
の
道
、
こ
の
道
は
主
か
ら
の
道
、

主
こ
そ
わ
が
道
そ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
。

　
皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
ま
た

私
た
ち
教
会
共
同
体
が
、
真
の
救
い
主

で
あ
る
幼
子
イ
エ
ス
と
出
会
い
、
そ
の

祝
福
と
平
和
と
喜
び
に
み
た
さ
れ
た
神

へ
の
道
で
あ
る
主
イ
エ
ス
と
共
に
常
に

在
ら
ん
こ
と
を
。
ア
ー
メ
ン
。

いのちの輝きは
　　聖性の光
  　　　　　救いの泉

（1）2024年 12月１日（毎月1日発行） カトリック那覇教区報 MINAMI NO KOMYO 第793号（12月号）

発行人　W.F.バーント司教

今年の教区の目標

カ
ト
リ
ッ
ク
那
覇
教
区

　 

ウ
ェ
イ
ン
・
F
・
バ
ー
ン
ト
司
教
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Brothers and Sisters of Naha Diocese,

2024 Christmas Message ̃ Bishop Wayne
 "The Journey in Search of the Messiah"

     The Chris tmas season has  come around again this  year .  Among the myster ies  of  Chris t  
celebrated every year, Christmas is the most popular day, celebrated by people all  over the 
world,  whether  they are  Chris t ians  or  not .  However ,  s ince Chris tmas i s  fundamental ly  a  
Christian celebration, as Christians we have a special mission each year to savor the message 
of God’s grace hidden in the event of the birth of the Messiah.
     There are many episodes related to the birth of the Messiah written in the Bible, but this 
year I would like to deepen our understanding of a part of the mystery of the birth of the Messi-
ah by taking up the journey of the Wise Men. Scripture records that the Wise Men came from 
the East. Traveling at that time was full  of difficulties and perils and could be a life-threatening 
endeavor. If peace of mind, safety, and stability were considered paramount to them, they 
would not have undertaken such a journey. They were not looking for security, they were 
searching for the meaning of l i fe by finding a Messiah.  They did not know it at the time, but 
the Messiah they were looking for was Jesus.   
     The East where the Wise Men lived comfortably was a region of advanced civil ization, and 
was by no means a poor place. It seems that the Wise Men were of a certain level of nobility. 
Nevertheless, it  was a region where God was not known, and where human power and ideas 
ruled. Although they prospered materially and lived without want, it was not an ideal world 
full  of love and compassion, but a world built on the sacrifices of the poor. They were able to 
recognize the deception and falsehood of the world in which they lived. They set off on their 
journey because they found in the light of the stars an invitation from God.  They wanted more 
than only their culture could offer them.  They wanted the ideals and hope that God showed 
them; they wanted a Messiah; they wanted to know how to live and how to have eternal l i fe.  
     Only God could g ive them what  they wanted and so they went  on a  journey in  search of  
a  Messiah who could show them the way to God.  In the end, after much traveling and many 
difficulties, after being deceived by Herod and after having consulted the Scriptures, they 
found what they were looking for in Jesus. They were changed by their journey.  They returned 
home by a different road.  Jesus became their road. They did not need an external star to l ight 
their way; they now had the light of Jesus within their hearts to guide them.  They had found 
their Messiah.   
    We too are on the same journey, the search for our Messiah. We need to acknowledge that 
we need a Messiah; someone to show us the way we should live.  To find the Messiah is the goal 
of human life. To search for the Messiah gives our life meaning.  Because we have been made 
in God's image by our Creator, we cannot have true rest and real peace until  we rest in God. 
Jesus is the Way, the Life and the Truth. He is our true peace of mind; he is our safety; and he 
is our stability.  The Wise Men learned this from their journey.  We too must discover this same 
truth during our own life’s journey as well! ! !   No one can do this for us; only each person can 
decide to undertake the journey to find God themselves. 
     Have a wonderful Christmas. May the true Messiah guide you on your life’s journey. You 
will  all  be in my prayers and remembered at my Masses on Christmas day.  Say a prayer for 
me as well.    

     Happy Christmas ! ! !
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　　※離島での開催、今年は宮古島平良教会にて。ウェイン司教が、先に帰天された有馬神父様への追悼の祈りを唱えて開会した。

1.　報告及び連絡事項：司会はナビーン神父が担当。

・会議に先立って、平良教会主任のヨアキム神父から歓迎の挨拶が行われた。

・前回（10月会議）の報告を新田が行い、承認された。

・出張、休暇、研修等の不在予定の報告が行われた。

　－マイケル神父、10/28～11/29、休暇。

　－ピーター・チェ神父、11/29～12/19、休暇。

　－古川神父、有馬神父様の葬儀日程のため司祭会議は欠席。修道会式典出席のため11/9～10日、東京へ。

　－藤澤神父、修道会式典出席のため11/9～11日、東京へ。

　－ロドニー神父、10/23～12/1、休暇。

　－ウェイン司教、11/17～11/23、東京。

・マーシーさんから金沢で行われたカリタス・ジャパン全国担当者会議について報告が行われた。沖縄で行っている取組につい

て報告し、ビーチクリーン活動等の市民団体との共同活動への取組が評価された。また、単一県の教区となっているので、

他教区と比べて動きやすいという利点に気付き、他所の教区の取組を聞きながら、今後沖縄で可能な取組のヒントも得るこ

とができ収穫の多い集いであったことが報告された。

・10/23、24日に熊本で行われた長崎教会管区会議について、沖縄から出席したウェイン司教とクレーバー神父、津波古事務

局長から報告が行われた。会議は熊本の手取教会で開催され、今回が2回目となる。長崎管区に所属するそれぞれの教区から

課題と現状が報告された。特に今後の司祭の不足と召命の減少は共通の課題でもあり、旧神学院の活用方法などを含め、解

決に向けての取り組みを進めていくことを確認し合った。

・サニー神父から、10月26日に、仙台教区のガクタン・エドガル司教をお迎えして行われたGFCの集いについて報告が行われた。

ガクタン司教は、日本で生きる外国籍の人々のため、キリスト者としてどう関わっていけるかを問いかけ、様々な事例をあ

げて今後の展望を示唆した。講演後は、フィリピン人共同体の歌やダンスと言った様々な余興が披露され、盛会のうちに集

いを終えたことが報告された。

・ブイ神父から韓国で行われた青年の平和集会に、那覇教区から7名の青年たちと一緒に参加してきたことが報告された。カト

リック北東アジア平和会議（CINAP）の呼びかけに応じて参加されたもので、先の大戦の悲惨さを振り返りつつ、特に北東ア

ジアの平和を構築していくために、どのような展望を持って共に歩んでいけるのか、それぞれの意見を分かち合った。報告

を受け、ウェイン司教からは、沖縄と韓国は戦時下での状況が似ているところもあり、交流しやすい利点もあるので、今後

も交流を続けられたら良いとの意見が寄せられた。

・マキシム神父から、10月3日に小禄教会で行われた、アシジの聖フランシスコの祝日の前夜にフランシスカンで伝統的に行わ

れるトゥランジトゥスという行事について、また10月6日に小禄教会で行われたバザーについて報告が行われた。

・ナビーン神父から、11月3日に普天間教会で行われたバザーの報告もあり、沢山の人が参加されて、成功裏に終えることがで

きたことが報告された。

・藤澤神父から石川教会の聖ヨゼフ像が倒れて壊れてしまったので、修復を予定していることが報告された。

・クレーバー神父から、11月10日開催の与那原教会のバザーへの招きが行われた。また、県民クリスマス会が、今年は12月8

日17:00より胡屋バプテスト教会で行われることも合わせて報告された。

・リカルド神父から9月29日に読谷教会で行われた聖ロレンゾ・ルイス祭への参加への感謝と報告が行われた。ウェイン司教を

お迎えして、ミサの中で堅信式や初聖体が行われ、ミサの後はコンサートが行われ盛会のうちに終えたことへの感謝が伝え

られた。

・フランシス神父から、11月9日（土）に教区女性の会の研修会が行われることと、南部地区の小教区が合同で子ども達のため

の待降節黙想会を計画していることが報告された。

・具志川教会の納骨堂設置の計画については、役所等の許可や設置基準等のクリアなどの課題があり、更に中北部地区のため

に設置されている石川の天の門納骨堂に複数空きがあること等から、そちらの利用を進めるよう指示がなされた。

・各小教区の予算と決算については、掲示板に張り出す等して広く信徒たちが確認できるようにするよう教区から要請があった。

・浦添市港川に教区が有していた修友館の土地建物は予定通り売却され、教区の手を離れたことが報告された。

・教区のＷebサイトには、常に最新の各小教区のミサ時間等のお知らせを掲載するよう要請が行われた。

・11月初旬にメールにて通知した「旧 福岡カトリック神学院での司祭の集い」について、通知が届いてないとの誤認があり、

再度通知したことが報告された。今後は教区からのメール等の通知には、確実に目を通されるよう強く要請がなされた。

・故人のたっての希望に従い、開南教会で執り行われた有馬神父様の葬儀ミサについて報告がなされた。また、有馬神父様の

ご遺体の火葬式の日程が報告され、11/7(木 )9:00出棺の祈りの後、教会から火葬場へ送る際、聖堂から霊柩車への移送に司

祭たちの協力が要請され、火葬及び具志頭の納骨堂での納骨にも参列が呼びかけられた。

2．審議事項

・教会会計研修会は当初予定していた日時での対象者の全員出席が不可能となったため、改めて全員が出席できる日時を協議

した。いくつかの日時を検討した結果、公休日にあたる2025年1月13日（月）13:00～15:00に決定した。少なくとも主任司祭、

信徒会長、会計担当者の参加を予定するように。また、宮古島と石垣島からの参加者の航空運賃については、教区が負担する。

・2025年聖年について、担当のヨアキム神父から報告が行われた。那覇教区では12月29日14:00から、司教座聖堂である開南

教会において開幕式のミサを捧げるので、司祭たちには信徒たちへの周知と、教区報への掲載をお願いしたい。開幕のミサ

はその主日の聖家族の典礼を用いる。なお、聖年の開幕に合わせて「聖年の祈り」のカードを作成して各小教区に配布するので、

期間中、ミサの終わりにお祈りくださるよう提案がなされた。

・司教や教区司祭達のための墓については、今回の有馬神父様を含め、現在は別々の場所に納骨されているが、時間をかけて

引き続き安里の納骨堂内に教区墓を設置する方向で、検討を進める。

・ウェイン司教の予定について、マーシーさんから報告が行われた。11/10（日）開南教会ミサ。11/24真栄原教会公式訪問。

12/5愛楽園公式訪問。

※次回司祭助祭拡大会議は12月3日（火）午前10時から、安里の教区センターで開催される。

2024年11月23日　承認：ウェイン・フランシス・バーント司教　記録：新田 選

　　

　　

2024年11月拡大司祭・助祭会議議事録
開催日時：2024年11月5日（火）14:30～16:00　於・宮古島平良教会・みつば幼稚園ホール
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我
々
は
ど
う
い
う
時
代
に
生
き
て

い
る
か
と
い
う
と
、
二
十
一
世
紀
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
抱
え
て
い
る
問

題
が
多
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
社
会
情
勢
を
見
る
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
ロ
シ
ア
戦
争
が
ず
っ
と
続
い

て
い
て
、
い
つ
こ
の
戦
争
が
終
わ
る

の
か
。
そ
れ
に
一
年
前
か
ら
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
戦

い
。
互
い
に
殺
し
合
っ
て
い
る
姿
を

見
て
い
る
と
、
こ
れ
ら
の
映
像
が
実

際
の
映
像
な
の
か
と
疑
問
に
思
う
と

き
が
あ
る
の
で
す
が
、
後
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
で
同
じ
映
像
が
流
れ
て
本
当
の
映

像
だ
と
知
っ
て
絶
望
す
る
時
が
あ
り

ま
す
。
紛
争
、
戦
争
以
外
に
も
大
き

な
課
題
が
あ
る
な
か
で
、
暴
力
、
内
戦
、

紛
争
、
戦
争
は
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
誰
で
も
求
め
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
メ
デ
イ
ア
が
中
立
を
守
り
な

が
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
れ
ば
い

い
の
に
、
片
寄
っ
た
原
理
主
義

の
見
方
を
す
る
と
正
し
い
情
報

が
流
れ
て
こ
な
い
の
が
ま
た
残

念
な
事
実
で
す
。
現
代
社
会
で

メ
デ
イ
ア
の
役
割
が
大
き
い
の

で
す
が
、
現
場
の
情
報
を
あ
り

の
ま
ま
に
伝
え
て
ほ
し
い
で

す
。
何
も
付
け
加
え
ず
真
実
を

伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。
メ
デ
イ

ア
が
誤
っ
た
情
報
を
流
す
と
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
前
向
き

な
、
希
望
に
つ
な
が
る
話
題
を
発
信

し
て
ほ
し
い
で
す
。
暴
力
、
戦
争
と

同
じ
価
値
観
を
持
つ
国
々
が
集
ま
っ

て
悲
惨
な
状
況
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
信
仰
者
と

し
て「
主
よ
、
あ
と
ど
の
ぐ
ら
い
待
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
、

い
つ
こ
の
世
界
の
情
勢
が
改
善
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
の
は
誰

で
も
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
二
千
年
前
、
イ
エ
ス
様
が
生
ま
れ

た
時
代
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
平
和
な
時
代
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
違
い
ま
す
。
ロ
ー
マ

帝
国
が
す
べ
て
の
権
力
を
持
っ
て
周

り
の
国
々
を
支
配
し
、
圧
迫
し
て
い

ま
し
た
。

　
ど
こ
の
教
会
に
も
あ
る
十
字
架
と

十
字
架
に
か
け
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス

ト
の
姿
が
当
時
の
人
の
考
え
方
、
価

値
観
を
示
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
政

府
が
自
分
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

す
べ
て
の
国
に
押
し
つ
け
て
い
た
の

が
歴
史
を
通
し
て
わ
か
り
ま
す
。
イ

エ
ス
様
の
時
代
の
人
々
の
叫
び
声
も

「
主
よ
、
い
つ
ま
で
私
た
ち
は
我
慢
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、

主
よ
、
後
ど
の
ぐ
ら
い
待
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
」
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
今
の
時
代
の
叫
び
声
と
比
較
し

て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
時
代
に
は
サ
ド
カ
イ
派
の
見

方
と
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
見
方
で
分
か

れ
て
い
た
し
、
ロ
ー
マ
政
府
の
方
針

を
支
持
す
る
人
た
ち
が
い
れ
ば
、
宗

教
上
の
思
い
か
ら
問
題
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
社
会
か
ら
離
れ
た
生

き
方
を
選
ぶ
人
も
お
り
、
原
理
主
義

の
考
え
方
を
持
っ
た
人
た
ち
は
熱
心

に
自
分
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
生

か
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
言
で

言
う
と
、
社
会
が
完
全
に
分
か
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。「
主
よ
、
い
つ
こ
の
世
界

に
平
和
が
訪
れ
ま
す
か
」
と
い
う
の

は
、
そ
の
時
代
と
今
の
時
代
で
変
わ

ら
な
い
と
い
う
の
が
真
実
で
す
。
そ

う
い
う
時
代
背
景
に
ヨ
セ
フ
と
マ
リ

ア
が
自
分
た
ち
の
名
前
を
登
録
す
る

た
め
に
旅
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
ナ
ザ
レ
の
町
は
小
さ
な
町
で
す
。

ナ
ザ
レ
か
ら
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

ま
で
長
い
距
離
で
す
。
す
べ
て
を
ロ
ー

マ
の
支
配
下
に
す
る
た
め
に
、
様
々

な
こ
と
を
一
般
人
は
さ
せ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
の
が
事
実
で
す
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
聖
書
に
は
、「
ナ
ザ
レ
で
メ

シ
ア
に
会
っ
た
」
と
言
っ
た
ら
み
ん

な
が
あ
ざ
笑
っ
て「
ナ
ザ
レ
か
ら
よ
い

も
の
が
出
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
見

下
し
た
発
言
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
不
安
、
恐
怖
、
差
別
な

ど
な
ど
の
問
題
の
中
に
生
き
て
い
た

ら
、
ヨ
セ
フ
、
マ
リ
ア
、
イ
エ
ス
も

同
じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
主
よ
、
後
ど

の
ぐ
ら
い
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
地
上
に
来

て
改
善
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

　
人
間
が
叫
ぶ
願
い
の
声
に
神
様
は

ど
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
で
す
。
小
さ
な
赤
ん
坊

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え

ら
れ
た
の
で
す
。
我
々
の
家
族
に
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
そ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が

家
の
輝
く
星
で
す
。
家
族
の
中
に
様
々

な
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
て
も
、
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
瞬
間
私
た
ち
は

す
べ
て
の
課
題
を
忘
れ
て
赤
ち
ゃ
ん

を
大
切
に
し
ま
す
。
す
べ
て
の
話
題

が
赤
ち
ゃ
ん
中
心
の
話
題
に
変
わ
り

ま
す
。
普
通
の
家
族
の
普
通
の
赤
ち
ゃ

ん
な
ら
そ
れ
ま
で
話
題
に
な
ら
な
く

と
も
、
も
し
問
題
を
抱
え
て
い
る
、

例
え
ば
貧
困
、
病
気
を
持
っ
て
い
る

赤
ち
ゃ
ん
、
難
民
状
態
に
あ
る
赤
ち
ゃ

ん
な
ら
、
な
お
さ
ら
私
た
ち
の
問
題

を
脇
に
置
い
と
い
て
そ
の
赤
ち
ゃ
ん

に
注
目
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
神
様
が
、
い
ち
ば
ん
貧

し
い
赤
ち
ゃ
ん
、
し
か
も
馬
小
屋
で

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
私
た
ち
の
と

こ
ろ
に
送
ら
れ
た
の
で
す
。
馬
小
屋

と
い
う
の
は
美
し
い
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
汚
い
場
所
で
す
。
そ
こ
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
貧

し
い
で
す
が
神
様
で
す
。
こ
れ
が
信

仰
者
と
し
て
の
押
さ
え
て
お
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
者
は

序
文
に
次
の
通
り
に
書
い
て
い
ま
す
。

　「
は
じ
め
に
言
葉
が
あ
っ
た
。
言
葉

が
神
と
と
も
に
あ
っ
た
。
言
葉
が
神

で
あ
っ
た
。
言
葉
に
よ
っ
て
す
べ
て

が
な
っ
た
。」
ヨ
ハ
ネ
は
言
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
方
は
普
通
の
赤
ち
ゃ

ん
で
は
な
く
神
様
で
す
。
天
地
万
物

を
創
造
さ
れ
た
神
様
で
す
。
こ
の
方

は
神
様
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
す
。
一
世

紀
の
人
た
ち
の
叫
び
声
も
含
め
て
神

様
が
答
え
た
、
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
全

マキシム・デソーザ神父
小禄教会　主任司祭

い つ 訪 れ ま す か

（
五
頁
へ
つ
づ
く
）
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世
界
の
救
い
主
、
贖
い
主
で
す
。
私

た
ち
の
世
界
を
改
善
す
る
よ
う
に
神

様
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
救
い
主
で
す
。

あ
な
た
の
慈
し
み
の
愛
で
こ
の
世
界

を
改
善
回
復
し
て
く
だ
さ
い
。
言
葉

が
馬
小
屋
で
人
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
葉
が
赤
ち
ゃ
ん
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
天
国
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
身

近
に
神
の
言
葉
、
神
の
エ
ッ
セ
ン
ス
、

神
の
マ
イ
ン
ド
、
逆
に
神
様
が
赤
ち
ゃ

ん
に
な
ら
れ
て
私
た
ち
の
顔
見
て
笑

顔
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神

様
の
永
遠
の
知
恵
で
全
世
界
を
こ
の

赤
ん
坊
の
周
り
に
集
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
ク
リ
ス
マ
ス
で

す
。

　
こ
の
方
こ
そ
本
当
の
王
様
。
地
上

の
王
様
を
敬
う
こ
と
を
や
め
な
さ
い
。

馬
小
屋
に
生
ま
れ
て
き
た
赤
ん
坊
こ

そ
本
当
の
王
様
で
す
。
こ
の
本
当
の

王
様
の
周
り
に
集
ま
っ
て
、
そ
の
口

か
ら
出
る
言
葉
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。
こ
の
赤
ん
坊
の
周
り
に
集
ま
っ

て
い
た
と
き
に
あ
な
た
と
私
が
地
上

で
一
番
強
い
軍
隊
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
困
っ
て
い
る
子
供
達
、
難
民
状
態

の
子
供
達
の
顔
を
見
る
た
び
に
、
馬

小
屋
に
生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
顔
を

浮
か
べ
、
そ
の
方
の
言
葉
を
思
い
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。
我
々
が
生
き
て
い

る
こ
の
世
界
に
我
々
の
家
族
に
平
和

が
あ
る
よ
う
に
願
い
ま
し
ょ
う
。

♦那覇教区　 　マテオ　有馬　馬瓊 神父　様

　　　　　　      2024年10月29日帰天　享年93

♦名護教会　           　 パウロ　野原　直　様

　　　　　         2024年11月4日帰天　  享年88

♦具志川教会　           マリア　石川　時子 様

　　　　　　      2024年11月16日帰天　享年89

♦首里教会　フランシスコ・ザビエル　島袋  永三 様

 　　　　　　      2024年11月17日帰天　享年92

訃
　
報

　
私
は
信
者
の
両
親
の
下
に
産
ま
れ
普
天

間
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
当

時
、
ウ
ェ
イ
ン
神
父
（
司
教
）
様
が
普
天

間
教
会
の
主
任
司
祭
を
さ
れ
て
い
て
、
お

御
堂
で
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
走
り
回
る
私
を

抱
っ
こ
し
な
が
ら
ミ
サ
を
あ
げ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
今
も
母
が
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
母
の
地
元
で
あ
る
石
垣
島
に
引
っ

越
し
、
海
星
小
学
校
に
入
学
し
、
石
垣
教
会

に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
幼

い
頃
の
私
に
と
っ
て
教
会
は
と
て
も
身
近
な

存
在
で
、
自
然
に
教
会
で
の
学
び
や
思
い
出

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
進
学
、
就
職
の
た
め
内

地
で
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
急
に
始
ま
っ

た
都
会
で
の
生
活
は
、
世
間
知
ら
ず
の
私

に
は
と
て
も
衝
撃
的
で
し
た
。
都
会
の
厳

し
さ
、
冬
の
寒
さ
、
初
め
て
満
員
電
車
に

乗
っ
た
時
の
絶
望 (

笑)

な
ど
、
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
慣
れ
な
い
環
境
で
自
分
の
居
場

所
を
作
る
の
に
必
死
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
早
く
一

人
前
に
な
り
た
い
、
自
分
を
認
め
て
も
ら

い
た
い
と
ば
か
り
考
え
、
す
っ
か
り
教
会

と
距
離
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
日

忙
し
い
、
内
地
の
空
気
に
馴
染
む
の
は
大

変
、
な
ど
都
合
の
い
い
よ
う
に
考
え
、
甘

え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
四
年
前
に
父
が
急

逝
し
ま
し
た
。
当
時
沖
縄
本
島
で

仕
事
を
し
て
い
た
父
の
葬
儀
ミ
サ

は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
普
天
間
教
会

で
ウ
ェ
イ
ン
司
教
様
に
あ
げ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
気
持
ち
の
整
理
も
つ
か
ず
、
不
安
に
潰

さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
普
天
間
教
会
で
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
し
た
ウ
ェ
イ
ン
司
教
様
が『
息
子
よ
』
と

言
っ
て
抱
き
し
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
感
じ
た
大
き
な
安
心
感
と
、
教
会

と
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
事
へ
の
申
し
訳

な
さ
、
迎
え
入
れ
て
下
さ
っ
た
こ
と
へ
の

感
謝
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
内
地
で
の
仕

事
に
区
切
り
を
つ
け
、
現
在
は
妻
と
娘
二

人
で
沖
縄
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

四
月
に
妻
と
娘
達
が
揃
っ
て
洗
礼

を
受
け
ま
し
た
。
ま
だ
ミ
サ
中
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
娘
達
で
す
が
、

ナ
ビ
ー
ン
神
父
様
や
シ
ス
タ
ー
、
普

天
間
教
会
の
皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ

て
頂
き
、
一
緒
に
育
て
て
頂
い
て
い

ま
す
。
小
さ
い
頃
の
私
自
身
も
こ
う

や
っ
て
教
会
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
、
育
て
て
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
…

と
実
感
し
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
の
よ
う
な
甘
え
ん
坊
な
人
間

で
も『
お
か
え
り
』
と
迎
え
入
れ
て

く
れ
た
教
会
へ
。
辛
い
時
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
嬉

し
い
時
に
祝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
甘
え
ん
坊
を
克
服
し
恩
返

し
を
し
な
く
て
は
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。

た
て
軸
よ
こ
軸

 

教
会
と
僕

普
天
間
教
会　

パ
ウ
ロ 

川
村 

拓
也

那覇教区子どもと
女性の権利を擁護するデスク
相談窓口☎098-863-2020（火・水・木 13：00～17：00）

2025年聖年の公式聖歌
“Pilgrims of Hope”「希望の巡礼者」日本語版が
発表されました。
カトリック中央協議会からダウンロードいただけます。

場　所：開南教会（那覇教区カテドラル）
日　時：12月 29日（日）14時～
主　式：ウェイン司教

2025年
聖年開幕ミサ
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◆ 

十
一
月
十
六
日(

土) 

午
前
九
時
半

か
ら
、
て
ぃ
だ
結
の
浜(

サ
ン
エ
ー

浦
添
西
海
岸
パ
ル
コ
シ
テ
ィ
前)

の

海
岸
沿
い
を
カ
リ
タ
ス
沖
縄
と
美
ら

海
を
未
来
に
残
し
た
い
う
ち
な
ー
ん

ち
ゅ
の
会
の
方
々
と
一
緒
に
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
活
動
を
し
ま
し
た
。
お
天

気
も
よ
く
少
し
汗
を
か
く
ぐ
ら
い
の

陽
気
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
清
掃
活
動

を
楽
し
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
清
掃

中
に
通
り
が
か
っ
た
方
か
ら
最
近
の

清
掃
で
ゴ
ミ
袋
五
十
袋
回
収
し
た
と

伺
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
十
も

の
ゴ
ミ
袋
に
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
と
ゴ

ム
チ
ュ
ー
ブ
や
釣
竿
な
ど
の
釣
り
道

具
な
ど
沢
山
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
初
め
て
カ
リ
タ
ス
沖
縄
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
活
動
報
告
な

ど
み
て
、
い
つ
か
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
参
加
で
き
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
通
し
て
み
ん
な
で
汗
し
な
が
ら
ひ
と

つ
の
共
同
体
と
し
て
活
動
し
て
ゆ
く
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
事
が
今
回
の
私

の
収
穫
で
す
。
カ
リ
タ
ス
沖
縄
の
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
も
こ
れ
か
ら
参
加
し
て

行
き
た
い
で
す
。
　
　（
今
井
真
由
美
）

◆ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、

教
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
沖
縄
の
美

し
い
海
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ぜ
ひ
カ
リ
タ
ス
沖
縄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
イ
ア
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
）

◆ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
行
っ
て
来
ま

し
た
～
♪
カ
リ
タ
ス
沖
縄
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
と
コ
ラ

ボ
。
み
ん
な
と
っ
て
も
優
し
く
て
、

自
ら
率
先
し
て
ゴ
ミ
の
運
搬
も
し
て

く
れ
る
素
敵
な
人
た
ち
で
し
た
。
ま

た
ぜ
ひ
一
緒
に
や
り
た
い
ね
っ
て
話

し
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
普
段
皆
が
あ
ま
り
や
ら
な
い

橋
の
下
か
ら
や
っ
た
の
で
、
も
の
す
ご

く
沢
山
の
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
気
持
ち
よ
い
朝
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
カ
リ
タ

ス
の
皆
様
、
許
認
可
担
当
の
港
湾
部
局
、

優
し
く
ゴ
ミ
袋
を
提
供
し
て
く
れ
た
浦

添
市
、
収
拾
し
て
く
れ
た
業
者
さ
ん
な

ど
、
今
回
関
わ
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。

（
て
ぃ
だ
結
の
浜
代
表
　
大
山
盛
嗣
） 　 

カリタス沖縄の活動報告 カリタス沖縄とてぃだ結の浜のコラボビーチクリーン

遠
い
国
か
ら
の
お
客
さ
ま

与
那
原
教
会

　
去
る
九
月
二
十
二
日
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
か
ら
宮
里
昌
利
氏(

写
真
後

列
左
か
ら
三
人
目)

の
ご
家
族
が
訪

れ
、
共
に
ご
ミ
サ
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
父
親
、
故
宮
里
昌
栄
氏
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
渡
り
、
空
手
道
場
を

開
い
て
六
十
五
年
。
そ
の
歩
み
に

感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
共
に
心
身
の

鍛
錬
に
励
み
、
お
年
を
召
さ
れ
た

門
下
生
を
家
族
と
し
て
迎
え
、
支

え
て
お
ら
れ
、
「
ゆ
い
ま
ー
る
・
イ

チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
」
を
実
践

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
門
下
生
を
含
め
、
総
勢
八
十
四

名
が
来
沖
し
、
十
月
十
九
日
に
は
、

「
志
導
館
　
宮
里
空
手
道
場
六
十
五

周
年
式
典
及
び
祝
賀
会
」
を
、
西

原
町
の
協
力
の
下
、　
同
町
さ
わ
ふ

じ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
空
手
演
舞
に
先
立
ち
、
全
員
で

「
忍し

ぬ

び
忍し
ぬ

び
し
や
、
た
ー
が
ん
や

て
ぃ
ん
忍し

ぬ

ぶ
。
忍
ば
ら
ん
忍
び
、

忍
び
し
ど
ぅ
忍
び
」
を
方
言
で
唱

和
し
、
沖
縄
の
心
を
広
く
伝
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
【
意
味
・
忍
耐
で

き
る
と
こ
ろ
で
忍
耐
す
る
の
は
本

当
の
忍
耐
で
は
な
い
。
忍
耐
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
忍
耐
す
る
の
が
本

当
の
忍
耐
で
あ
る
。】

　
今
後
の
目
標
は
、
空
手
発
祥
の

地
で
あ
り
、
先
祖
代
々
受
け
継
い

だ
地
に「
志
導
館
宮
里
空
手
本
部
道

場
」
を
開
設
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
、
神
さ
ま

の
豊
か
な
祝
福
を
祈
り
ま
す
。

　
ご
ミ
サ
の
後
、
教
会
の
み
な
さ

ん
に
紹
介
さ
れ
、
さ
さ
や
か
な
交

流
も
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
遠
く

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
が
、

同
じ
聖
堂
で
、
同
じ
神
さ
ま
に
、

同
じ
ご
ミ
サ
を
捧
げ
て
お
祈
り
で

き
た
こ
と
、
感
動
で
す
。

　
神
さ
ま
の
愛
に
あ
ふ
れ
た
導
き

と
、
こ
の
ご
縁
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
比
嘉
葉
子
）

司
教
様
公
式
訪
問真

栄
原
教
会

　
十
一
月
二
十
四
日
の「
王
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
の
祝
日
」
は
真
栄
原
教
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　私たちは故人とご遺族の意向

を最優先に考えます。何でもご

相談下さい。

那覇市首里鳥堀町4-57-3

TEL&FAX:098-885-8205

http://w1.nirai.ne.jp/yasurai

E-mail:yasurai@nirai.ne.jp

一
日
黙
想
会
へ
の
ご
案
内

聖マリアの汚れなき御心のフランシスコ姉妹会

連絡先：098-945-2354　098-945-8649

月12

※持参するもの　聖書・弁当・飲み物・会費500円

指導司祭：押川壽夫司教

テ ー マ：　聖書に親しむ
日　   時：2024年12月14日（土）受付 9 :30
講　　話：10:00～11:00　
休　　憩：11:00～11:15
個人黙想：11:15～12:15（ゆるしの秘跡・希望者）
昼 休 み：12:15～13:00
分かち合い：13:00～14:30
ミ　　サ：15:00～16:00

会
の
記
念
日
に
当
た
り
、
ウ
ェ
イ
ン
司

教
様
の
公
式
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
ミ
サ
は
、
デ
ニ
ス
神
父
様
と
の

共
同
司
式
で
十
時
よ
り
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
司
教
様
は
説
教
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
世
の
王
様

と
王
た
る
イ
エ
ス
様
の
決
定
的
な
違
い

は
、
親
が
子
ど
も
に
与
え
る
よ
う
な
無

私
の
愛
を
私
達
に
与
え
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
あ
る
。
私
達
は
愛
さ
れ
る
こ
と
で

生
き
る
力
が
湧
き
、
幸
せ
に
な
れ
る
。
　

　
ま
た
、
イ
エ
ス
様
の
教
え
に
従
っ
て

人
を
大
切
に
す
る
と
、
自
分
自
身
も
幸

せ
に
な
り
、
死
を
も
恐
れ
な
い
よ
う
に

な
る
。
今
日
を
イ
エ
ス
様
と
自
分
と
の

関
係
を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
、

と
結
ば
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
に
引
き
続
き
、

僅
か
な
時
間
で
し
た
が
、
語
ら
い
の
場

と
食
事
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
イ
ン
司
教
様
、
こ
れ
か
ら
も
私

達
を
お
導
き
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
千
村
次
生
通
信
員
）

司
祭
会
議
と
交
流
会

宮
古
島
平
良
教
会

　
去
る
十
一
月
五
日
火
曜
日
の
午
後
、

教
区
内
の
司
祭
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
こ

こ
宮
古
島
平
良
教
会
で
司
祭
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
二
年
に
一
回
、
石
垣
教
会

と
交
互
に
離
島
で
司
祭
会
議
が
開
か
れ

て
い
る
。
こ
の
機
会
に
、
宮
古
島
の
信

徒
た
ち
と
も
交
流
の
機
会
を
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
司
祭
会
議
の
後
は
信

徒
た
ち
が
準
備
し
て
持
ち
寄
っ
た
宮
古

島
の
料
理
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム

の
多
国
籍
の
料
理
、
歌
と
踊
り
と
で
司

祭
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
。
翌
朝
の

ミ
サ
は
ウ
ェ
イ
ン
司
教
と
司
祭
た
ち
が

「
死
者
の
月
」
に
合
わ
せ
て
、
宮
古
島
教

会
の
先
人
達
や
恩
人
、
友
人
達
の
た
め

に
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。
ミ
サ
の
後
は

バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
複
数
の
信

徒
た
ち
の
案
内
で
風
光
明
媚
な
宮
古
島

の
自
然
を
見
て
回
り
つ
つ
、
こ
う
し
た

豊
か
な
自
然
の
す
ぐ
隣
で
進
め
ら
れ
て

い
る
弾
薬
庫
の
建
設
現
場
を
見
渡
せ
る

地
域
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
、

宮
古
島
の
現
状
を
ご
覧
頂
き
、
宮
古
島

で
の
全
日
程
を
終
了
し
て
帰
路
に
着
か

れ
た
。      

　
　
　  

（
か
さ
ね
通
信
員
）
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教 会
主日のミサ

日曜日 土曜日 24日（火）25日（水）

クリスマス
新 年 司 祭

TEL

主日・クリスマス・新年のミサ時間案内
Mass Schedule

Nago

Airakuen

Yomitan

Ishikawa

Gushikawa

Awase

Koza

Futenma

Maehara

Shuri

Asato

Kainan

Oroku

Yonabaru

Ozato

Miyakojima

Bora

Ishigaki

名　護

愛楽園

読　谷

石　川

具志川

泡　瀬

コ　ザ

普天間

真栄原

首　里

安　里

開　南

小　禄

与那原

大  里

宮古島平良

保　良

石垣

Sunday’s Mass Christmas
NewYear Priest

SaturdaySunday

マイケル・ヴィン師

マイケル・ヴィン師

リカルド・ブガス師

藤澤幾義師

サニー・カンティラーノ師

ヨゼフ・ブイ師

ピーター・チェ師

ナビーン・セクウェーラ師

デニス・フェルナンデス師

ボスコ・ティン師

フランシス・ティエン師

古川政孝師

マキシム・デソーザ師

クレーバー・ディ・ソーザ師

ヨアキム・ホアイ師

ヨアキム・ホアイ師

ロドニー・モンディド師

0980-52-2241

0980-52-8379

098-956-3789

098-864-2084

098-974-3643

098-937-3598

098-937-7064

098-892-2503

098-897-7484

098-884-4787

098-863-2021

098-832-3037

098-857-2128

098-945-2355

0980-72-2445

0980-82-2322

※南静園のミサは現在休止中です。

※スペイン語ミサは来年以降の予定が未定のため、掲載を見合わせています。

ミサ後、車の祝福　

10:00
31日19:00
1日10:00

31日19:00
1日　9:30

31日19:00
1日11:00

31日　6:30
   三が日    9:30

31日19:00
1日　9:00

31日18:30
1日10:00

19:00

11:00

8:00 8:00

10:00

英語ミサ　
18:30

1日10:00

1日   9:00

1日10:00

ミサ後、車の祝福　
9:00

8:00
10:00 19:00

19:00

9:309:30 19:00

9:309:30 19:00

19:309:30 19:30

8:308:30 19:00

9:009:00 19:00

10:0010:00 19:00

19:009:00 9:00

9:30

9:009:00 19:00 19:00

15:00

9:00

9:309:30

10:00 10:00

12:00

12:00

三が日10:00

10:00 19:00 19:00

19:009:00 19:00

9:00 19:00 9:00

12:00 12:00 12:00

10:00 18:30 10:00


